
第２回議会災害対策会議記録 

開 閉 会 

日   時 

 令和３年６月２３日（水曜）    午前９時３０分 開会 

休 憩  

                  午前９時４２分 閉会 

会議場所  役場３階委員会室 

出席委員  

氏   名 

委員長  早 苗  豊 委 員  鈴木 健充  

副委員長 常通 直人 委 員  中田智惠子  

委 員  中村 和宏 委 員  渡辺洋一郎  

委 員  正村紀美子 委 員  黒田 栄継  

欠席委員  

氏   名 

   

   

説明等に  

出席した  

者の氏名  

   

   

   

事務局職員 事務局長 安田 敦史 総務係長 佐藤 史彦 総務係主査 上田瑞紀 

１ 開 会 

・委員長が開会を告げ、開始する。 

 

２ 議 件 

（１）協議事項 

ア 緊急事態宣言解除に伴う行動基準について  資料１ 

 

３ その他 

（１）次回委員会の開催日程（予定）について 

令和３年 月 日（  曜）   時   分 

（２）その他 

 

                                       

２ 議 件 

（１）協議事項 

ア 緊急事態宣言解除に伴う行動基準について  資料１ 

・事務局長：北海道に発令されていた緊急事態宣言が６月２０日をもって解除され、

６月２１日から７月１１日までの期間は、まん延防止等重点措置となった。な

お、先週金曜日（１８日）には、町のコロナ対策本部会議が開催され公共施設等

が再開となっている。 

まず、１点目としては、BCPに基づく議会・議員の行動基準は「ステージ５」

から「ステージ４」への変更の共通認識を図りたい（別添資料参照）。具体的な

行動基準は「人が集まる会議開催は必要最小限とし、オンライン会議を活用す



る。（BCP根拠：「６．感染症に係る業務継続の体制及び活動の基準」－（２）業

務継続（感染防止）体制の構築－②行動基準）」というものである。 

次に２点目として、オンライン活用の会議について協議をいただきたい。こ

れまでは「オンラインを積極的に活用、推進する」姿勢としていたが、警戒ステ

ージが緩和されたことを踏まえて、条例・要綱の本来の趣旨である「議員各位か

らの申し出を原則とする」という取扱いに戻すか否かを協議いただきたい。 

・委員長：オンライン会議の今後のあり方について、両委員会で意見等はあったか？ 

・渡辺委員：厚生文教常任委員会では、特に「オンライン」に関する意見はなかっ

た。 

・鈴木委員：総務経済常任委員会でも特に「オンライン」に関し、議論はしていない

が意見はない。 

・正村委員：BCPや道の基準を参酌し、条例・要綱等に準じた本来のオンライン会

議に戻すべき（積極的ではなく申し出によりという扱い）。 

・中村委員：正村委員のご意見のとおり。ただし、今後の感染状況の変化に伴う北海

道の警戒基準を見極めていくべきである。 

・黒田委員：BCPを基本に、必要に応じて、適宜、委員長の判断と裁量で取り扱うの

が適正ではないか。 

・委員長：各委員のご意見のとおり、本来の条例・要綱の趣旨で取り扱う。この結果

については、両委員会において情報共有を図っていただきたい。 

・委員長：以上で、本日の協議事項は終了となる。 

 

                    以上をもって災害対策会議を閉会する。 

傍 聴 者 数 一般者  報道関係者  委 員 ８ 合計 ８ 

 令和３年６月２３日 

災害対策会議 委員長 早 苗  豊 

 

 


